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第 15 話 織田信長の 入 京
にゅうきょう

 

        桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の一戦に今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

の大軍を破って、頓
とみ

に武
ぶ

名
めい

をあげた織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が、 

戦国時代の英雄の理想を真
ま

っ先
さき

に実現して入京する。 信長の勤王
きんのう

。 

戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

に諸
しょ

国
こく

に起
お

こった英
えい

雄
ゆう

の多くは、京都にのぼって天
てん

下
か

に号
ごう

令
れい

しようと望
のぞ

んでいたが、その地
ち

が

遠
とお

く辺
へん

土
ど

に偏
へん

したり、あるいは隣
りん

国
ごく

の敵と互いに相制
あいせい

し合
あ

ったりしていて、いづれもその目的を遂
と

げること

が出来ずにいました。  

尾張
おわり

の織田
お だ

氏 

ところが、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が尾
お

張
わり

から起
お

こると、地
ち

の利
り

を得
え

ていたためでもあるが、1 つは殊
こと

に深
ふか

い勤
きん

王
のう

の

志
こころざし

を抱
いだ

いていたのと、全
まった

く人にすぐれた知
ち

略
りゃく

をもっていたのとで、逸早
いちはや

く京都にのぼり、天
てん

下
か

一
いっ

統
とう

の端
たん

緒
しょ

を開
ひら

きました。  

  織田
お だ

氏は 平
たいらの

重
 しげ

盛
もり

から出ているといわれる。 その家は代々管領
かんれい

の斯
し

波
ば

氏
し

に仕
つか

えて尾張
おわり

の守
しゅ

護
ご

代
だい

をして

いたが、応仁の乱後、斯波氏が 衰
おとろ

えるにつれて、しだいに勢いを得て、ついに信
のぶ

長
なが

の父の信
のぶ

秀
ひで

に至
いた

って自
じ

立
りつ

した。                  

                   (織田氏)                                     --- 信
のぶ

忠
ただ

 -- 秀
ひで

信
のぶ

（三法師）  

     平
ひら

重
しげ

盛
もり

 –- 資
すけ

盛
もり

 -- 親
ちか

真
ざね

 -–(15 代略) -– 信
のぶ

秀
ひで

 –--- 信
のぶ

長
なが

----- 信
のぶ

雄
お

 

                                               --- 信孝
のぶたか

   

                                         ---  女（浅
あさ

井
い

長
なが

政
まさ

の妻小
お

谷
だにの

方
かた

            

                                         後に柴田
しばた

勝 家
かついえ

の妻
つま

） 

織田信
のぶ

秀
ひで

の勤王
きんのう

  

  織田信
のぶ

秀
ひで

は 頗
すこぶ

る勇
ゆう

武
ぶ

で且
か

つ知
ち

略
りゃく

も富
と

んでいた。 しばしば兵を近
きん

国
ごく

に出して 領
りょう

地
ち

を広
ひろ

めた。 又、

敬
けい

神
しん

、尊
そん

王
のう

の大
たい

義
ぎ

をも 弁
わきま

え、後
ご

奈
な

良
ら

天皇の御
み

代
よ

に、お金
かね

を伊勢の神宮
じんぐう

に献
けん

じて外
げ

宮
ぐう

の仮
かり

殿
どの

を造
ぞう

営
えい

し 奉
たてまつ

っ

たこともあれば、また、大
たい

金
きん

を朝廷に献
けん

じて御
ご

所
しょ

の垣
かき

根
ね

を 修
しゅう

理
り

しこともあった。 人
じん

心
しん

が荒
すさ

みに荒
すさ

んで、朝

廷の御 料
りょう

地
ち

をも横
おう

領
りょう

して 憚
はばか

らない者も出るような戦国
せんごく

時代に、尾張の小 領 主
しょうりょうしゅ

にしか過
す

ぎない信
のぶ

秀
ひで

が、

この立
りっ

派
ぱ

な勤
きん

王
のう

の 志
こころざし

を致
いた

したのを見ると、感心
かんしん

します。 このために、後
ご

奈
な

良
ら

天皇はわざわざ人を尾張に

下
くだ

して、お褒
ほ

めの言葉
ことば

を賜
たま

いましたが、後
のち

に、明治天皇は特に信
のぶ

秀
ひで

に従
じゅ

三位
さんみ

を贈
おく

られた。 

織田信
のぶ

長
なが

の生
お

い立
た

ち 

  織田信
のぶ

長
なが

はこの信
のぶ

秀
ひで

の子として、後
ご

奈良
な ら

天皇の天文
てんもん

 3 年に尾
お

張
わり

の名
な

古
ご

屋
や

に生
う

まれた。 幼
よう

名
めい

を吉
きち

法
ほう

師
し

と

言いました。 生
う

まれつき至
いた

って乱暴
らんぼう

な、わがまま者で、決
けっ

して世にいう聡
そう

明
めい

な質
たち

ではなかったようです。 

十六才の時に父の信
のぶ

秀
ひで

 が亡
な

くなったので家を嗣
つ

いだが、相
あい

変
か

わらずその 行
おこな

いが粗
そ

暴
ぼう

で、むしろ無作法
ぶ さ ほ う

です

らありました。  

父の葬儀
そうぎ

の時に、づかづかと位牌
いはい

の前に進んで、いきなり香
こう

をつかんで香
こう

炉
ろ

に投
な

げ入
い

れたという様
よう

なこと



第 15 話 織田信長の入京 

 2 

も伝
つた

えられている。 又、大
おお

勢
ぜい

のお供
とも

を連
つ

れて、よく大
だい

道
どう

を歩きまわったりしたが、その時の彼の身
み

形
なり

は、

見る人が呆
あき

れて目
め

を丸
まる

くしたとも伝えられています。 茶筅
ちゃせん

髷
まげ

を赤い糸
いと

や青い糸で巻
ま

き、袖
そで

をだらしなく下
さ

げ

て、 短
みじか

い半
はん

袴
ばかま

を穿
は

いた腰
こし

には、火
ひ

打
う

ち 袋
ぶくろ

とか、 瓢
ひょう

箪
たん

とか、槌
つち

などをぶらぶらさせながら、疲
つか

れると人の

肩
かた

に寄
よ

りかかって、大きな口
くち

をあけて餅
もち

をむしゃむしゃ食べたり、真
ま

桑
くわ

瓜
うり

をかじったりしたというので、な

るほど、これは一つの見
み

ものだったでしょう。 

  けれども、武
ぶ

芸
げい

にだけは熱
ねっ

心
しん

で、馬
ば

術
じゅつ

にも、槍
そう

術
じゅつ

にも、剣
けん

術
じゅつ

にも、 弓 術
きゅうじゅつ

にも、みな凝
こ

った。 そ

の頃、一般に 短
みじか

い槍
やり

がはやっていたが、これは損
そん

だといって 2 丈もある長柄
ながえ

の槍を使ったり、又、 刀
かたな

も長

い方が得
とく

だといって、朱
しゅ

鞘
ざや

の長いのを差
さ

して、鞘
さや

の端
はじ

に小さな 車
くるま

をつけて引
ひ

きずっていたという事です。 し

かし、困
こま

ったことには、彼は 領
りょう

内
ない

の政
せい

治
じ

を一
いっ

向
こう

に 顧
かえり

みません。 織田家の老
ろう

臣
しん

らは、一
いち

様
よう

に当
とう

惑
わく

の眉
まゆ

を

ひそめたが、中でも最も気
き

を揉
も

んだのは家臣の平手
ひらで

政
まさ

秀
ひで

でした。  

平手
ひらで

政
まさ

秀
ひで

の諌
いさ

め死
し

 

  政
まさ

秀
ひで

は信長
のぶなが

の幼
よう

時
じ

からのお守
もり

役
やく

で、信
のぶ

秀
ひで

が亡
な

くなる時にも、特に、信長
のぶなが

の身
み

の上
うえ

を頼
たの

むと言われたので

した。 その不
ふ

行
ぎょう

儀
ぎ

、無
ぶ

作
さ

法
ほう

がますます増
ぞう

長
ちょう

するのを見ると、幾度
いくど

か諌
いさ

めて見たが、少しもその効果
こうか

が無

かったので、ついに彼は先
せん

君
くん

に対
たい

して申
もう

し訳
わけ

がないと、諌
いさ

めの書
しょ

面
めん

を残
のこ

して自
じ

殺
さつ

しました。  

これにはさすがの信長
のぶなが

も大いに 驚
おどろ

き、はじめて心から後
こう

悔
かい

して、その頃の名
めい

僧
そう

といわれた澤彦
たくげん

和尚
おしょう

に命
めい

じて厚
あつ

くこれを 葬
ほうむ

らせました。 この時、信長
のぶなが

は政
まさ

秀
ひで

の棺
かん

に手をかけて、涙を流して、日頃の不行跡
ふぎょうせき

を詫
わ

び

たということです。 天文 22 年のことで、この時、信長
のぶなが

は 20 才でした。 後
のち

に、信長
のぶなが

は政
まさ

秀
ひで

の追
つい

善
ぜん

供
く

養
よう

の

ために寺
てら

を建
た

てて、これを政
せい

秀
しゅう

寺
じ

と名づけた。 澤彦
たくげん

和尚
おしょう

がその開山
かいざん

でした。 今も名古屋市の矢
や

場
ば

町に在
あ

る政
せい

秀
しゅう

寺
じ

が 即
すなわ

ちそれです。 

  こうして、深く政
まさ

秀
ひで

の忠義
ちゅうぎ

に感じて、後の信長
のぶなが

は 全
まった

く別人
べつじん

の如
ごと

くになった。 この年、彼は名古屋か

ら西北約 4 km の清
きよ

洲
す

城
じょう

に移
うつ

ったが、この時にはすでに全く心を 改
あらた

めて、 行
おこな

いをつつしんで、領内の政治

にもつとめ、隣国
りんこく

の敵
てき

に対
たい

する用
よう

意
い

にも心を用
もち

いるようになっていた。 このために織田氏の 勢
いきお

いは年と共

にさかんになって、ついに数年の後には、大
だい

敵
てき

今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

を桶
おけ

狭
はざま

間の一戦に破
やぶ

って、一時に威
い

名
めい

を四方に 轟
とどろ

かすに至
いた

りました。  

今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

  

 今川
いまがわ

氏
し

は足利
あしかが

氏の 1 族です。 代々
だいだい

駿河
するが

の守護
しゅご

職
しょく

となって府中 ( 今の静岡市 ) の城にいた。 今川範
のり

忠
ただ

が幕府の命
めい

を受
う

けて足利
あしかが

成
しげ

氏
うじ

を鎌倉に破り、 これを古河
こ が

に奔
はし

らせたことや、今川義
よし

忠
ただ

 の頃に伊勢新九郎
い せ し ん く ろ う

長
なが

氏
うじ

（後
のち

の北 條
ほうじょう

早
そう

雲
うん

）が一時身
み

を寄
よ

せていたことなどは、すでに前に述べた。  

        (今川氏祖)                                   

   足
あし

利
かが

長
なが

氏
うじ

 –- 国
くに

氏
うじ

 --(2 代略) –--- 範
のり

氏
うじ

 –-(2 代略) – 範
のり

忠
ただ

---義
よし

忠
ただ

 -- 氏
うじ

親
ちか

 ---- 氏
うじ

輝
てる

 

                             --- 貞
さだ

世
よ

                         ---- 義元
よしもと

 --- 氏
うじ

真
ざね

   

                        （了俊）                                            
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  氏
うじ

親
ちか

の時に、遠 江
とおとうみ

を併
あわ

せて 漸
ようや

く 勢
いきお

いが強く、その子の義元
よしもと

に至って更
さら

に三河
みかわ

を併
あわ

せた。 義元
よしもと

は 頗
すこぶ

る雄
ゆう

略
りゃく

に富
と

んでいて、そのころ街
かい

道
どう

一の勇
ゆう

将
しょう

として専
もっぱ

ら噂
うわさ

されていた。 早くから京都にのぼって天下に

号令
ごうれい

しようと 志
こころざ

していたことは、他の群雄
ぐんゆう

と同じでしたが、なにしろ、東には北 條
ほうじょう

氏
うじ

康
やす

、北には武田
たけだ

信
しん

玄
げん

という英雄
えいゆう

がいて、うっかり領 国
りょうごく

を留守
る す

になどしては、それこそ、どんな事になろうとも知
し

れなかったので、

久
ひさ

しく隠忍
いんにん

していたのです。 

今川義
よし

元
もと

の 西 上
さいじょう

 

  ところが、たまたま越後
えちご

に上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

が起こって、しきりに関東に兵を出して、北條氏を 脅
おびや

かしたり、

川中島
かわなかじま

に対陣
たいじん

して武田氏と 争
あらそ

ったりしていたので、この機会
きかい

にこそと、第 106 代正親町
おおぎまち

天皇の永
えい

禄
ろく

 3 年 5

月に、彼は 自
みづか

ら駿河、遠江、三河の兵 45,000 を率いて京都に西 上
さいじょう

の途
と

にのぼった。 先づ織田氏を当面
とうめん

の

敵
てき

として尾張に攻
せめ

め入
い

ったが、そこには、以前から今川氏の属
ぞく

城
じょう

で、鳴海
なるみ

と大高
おおたか

との 2 城があって、織田

氏の丸根
まるね

と鷲津
わしづ

との 2 砦
とりで

と相
あい

対
たい

持
じ

していたので、先づこの 2 つの砦を落とそうとした。 5 月 18 日に今

川方武将の松
まつ

平
だいら

元
もと

康
やす

 -- 後
のち

の徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

で、時に 19 才でした -- は丸根の砦に迫
せま

り、朝
あさ

比
ひ

奈
な

泰
やす

能
よし

らは鷲津の

砦に迫った。 

清洲
き よ す

の織田信
のぶ

長
なが

 

  この知らせが清洲
きよす

に着
つ

いたのはその日の夜でした。 折
おり

から、織田信 長
のぶなが

は城中で家老
かろう

らと夜話
や わ

にふけっ

ていたが、少しも 驚
おどろ

いた様
よう

子
す

もなく、そのまま落ち着いて談 笑
だんしょう

を続
つづ

けていた。 家老
かろう

らは気
き

が気でなく、

早く 軍
いくさ

の評議
ひょうぎ

をこそと思っていたが、ついに一
ひと

言
こと

の相
そう

談
だん

もなく、やがてそれぞれを屋
や

敷
しき

に引
ひ

き取
と

らせたので、

家老らは 全
まった

く呆
あき

れて、「ふだんは立派
りっぱ

な大 将
たいしょう

だが、いよいよ御
ご

運
うん

の末
すえ

と見
み

え、知
ち

恵
え

の 鏡
かがみ

も曇
くも

られたのか、

これという 軍
いくさ

のご工
く

夫
ふう

も出ないと見える、お気
き

の毒
どく

のことだ」と、言
い

い合
あ

いながら帰
かえ

って行った。  

  しかし、思うに、この時にはもう信 長
のぶなが

は、「評議
ひょうぎ

も何
なに

も無用
むよう

である。ただ死
し

あるのみ」と決心
けっしん

していた

のでしょう。 その証拠
しょうこ

には、こうして皆
みな

をかえしたあとで夜
よる

の明
あ

けるのを待
ま

っていたが、やがて明
あ

け方
がた

近

くに更
さら

に鷲津から注 進
ちゅうしん

があって、いよいよ鷲津も丸根も危
あや

ういとい言って来ると、信 長
のぶなが

は立って、敦
あつ

盛
もり

の

舞
まい

の、「人間
にんげん

五十年、化天
けてん

の内
うち

をくらぶれば、夢 幻
ゆめまぼろし

の如
ごと

くなり、一
いち

度
ど

生
しょう

を受
う

け、滅
めっ

せぬもののあるべき歟
か

」

というところを繰
く

り返
かえ

して幾
いく

度
ど

も舞
ま

ったというのでわかります。 彼はここに必死
ひっし

の覚悟
かくご

を示
しめ

して、さて 鎧
よろい

を着
き

て、立
た

ちながらご飯
はん

を 3杯
はい

食べて、 冑
かぶと

の緒
お

をしめると、肥
ふと

った 逞
たくま

しい栗
くり

毛
げ

の馬に乗って、しづしづと

城を出た。 この時のお供
とも

は、僅
わづ

か
か

に近
きん

臣
しん

が 5 騎とその外 200 余人の雑 兵
ぞうひょう

とだけでしたが、熱田
あつた

まで 12 km 

の間を一散
さん

に駆
か

けつけた時には、ほうぼうから諸勢
しょぜい

が駆け集まって 1,000 騎ばかりになりました。 

信 長
のぶなが

の策戦
さくせん

 

  そこで、信 長
のぶなが

は熱田
あつた

神宮
じんぐう

におまいりして、戦 勝
せんしょう

を祈
いの

り、更に馬を東に進めながら、はるかに行く手を眺
なが

めると、鷲津も、丸根も、すでに落ちたと見えて、黒 煙
くろけむり

がおびただしく雲
くも

につらなっている。 それで、一刻
いっこく

も早く駆
か

けつけようと、もみにもんで鳴海
なるみ

の近くまで進んで行って、集まって来た兵数
へいすう

を調
しら

べて見ると、それ

でも凡
およ

そ 2,000 騎にはなっていた。 けれども、敵の 45,000 に比
くら

べれば、もとよりいうにも足
た

らない小勢
こぜい

で
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す。 これで正 面
しょうめん

からかかったのでは、勿論
もちろん

、対等
たいとう

の 戦
たたか

いが出来るはずが無い。 信 長
のぶなが

は考えました。 敵

の先
さき

手
て

の大軍をみな本
ほん

道
どう

に遣
や

りすごしてから、こちらの人数はこっそりと山
やま

の陰
かげ

をまわって行って、いきな

り義元
よしもと

の本
ほん

陣
じん

にどっと突
つ

きかかり、一
いっ

気
き

に切
き

り崩
くづ

して 勝
しょう

利
り

を得
え

ようと。 

しかし、いったい敵の様子
ようす

はこの時どんなでしたか？  

  今川義元
よしもと

は本隊
ほんたい

を率
ひき

いて桶
おけ

狭間
はざま

の附近
ふきん

に来た時に、丸根も鷲津も、共に 陥
おちい

ったと聞いて、大いに喜んだ。 

先づは安心と彼は気をゆるめて、そこの山下
やました

の芝原
しばはら

に敷皮
しきがわ

をしかせて、しばらく休 息
きゅうそく

することにしていたと

ころに、附近
ふきん

の寺や 社
やしろ

の坊さんや神主
かんぬし

たちが、勝利
しょうり

を 喜
よろこ

ぶ祝
いわ

いの酒
さけ

を献
けん

上
じょう

して来たので、すなわちそれ

で 祝
しゅく

宴
えん

を始
はじ

めて、 謡
うたい

を歌
うた

ったりして 興
きょう

に入
い

っていました。 

    

                                  桶
おけ

狭
はざ

間
ま

に馬を走らせる織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

 

桶
おけ

狭間
はざま

の 戦
たたか

い 

  この様子を探
さぐ

って知
し

った織田信 長
のぶなが

が喜んだのはいうまでもない。 彼はいよいよ決心して、ひそかに今
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川義元
よしもと

の本陣を目ざして山
やま

陰
かげ

から兵を進めてみると、なんという運
うん

のよいことでしたでしょう！ 時は十九

日の正午
しょうご

ごろでしたが、俄
にわ

かに一天
いってん

かきくもって、烈
はげ

しい夕
ゆう

立
だち

となり、 雷
かみなり

さえも殷
いん

々
いん

と 轟
とどろ

き渡
わた

った。 こ

の風雨
ふうう

の音にまぎれて、彼の兵は全く敵にさとられずに、義元
よしもと

の本陣間近
まぢか

に迫
せま

って行った。 やがて雨の晴れ

間を待って、明るく霽
は

れかかるとひとしく、どっと一
いっ

斉
せい

に敵
てき

の本
ほん

陣
じん

に攻
せ

め込
こ

んだ。 もとより何の備
そな

えもな

いところですから、今川勢は全く狼狽
ろうばい

した。 初めは喧嘩
げんか

か、謀反人
むほんにん

か、裏切
うらぎ

りかと思って、何
なに

が何やら分
わ

か

らぬ」ままに、ただ 驚
おどろ

いて騒
さわ

いでいたが、そのうちに、織田勢の襲 撃
しゅうげき

だとわかると、彼
かれ

等
ら

は一
いっ

層
そう

あわてた。  

  信 長
のぶなが

は槍
やり

を執
と

って真っ先に進んで、一
いっ

気
き

に義元
よしもと

の旗本
はたもと

に迫
せま

って行きました。  

今川義元
よしもと

の最後
さ い ご

 

  時は午後 2 時ごろです、 さすがに義元
よしもと

は無双
むそう

の勇 将
ゆうしょう

だけあって、この時までもなお少しも騒
さわ

がずに諸
しょ

勢
ぜい

を下
げ

知
ち

していましたが、そういううちにも、近臣
きんしん

らがばたばた討たれて、しだいに旗本
はたもと

がうすくなって来

た。  

それでもなお彼は悠然
ゆうぜん

として采配
さいはい

を揮
ふる

っていると、織田方の服
はっ

部
とり

小
こ

平
へい

太
だ

忠
ただ

次
つぐ

という者が、ふと彼の隙
すき

を

ねらって、ぐさりと槍でもって突
つ

き通
とお

した。 その途
と

端
たん

に、義
よし

元
もと

は太
た

刀
ち

を抜
ぬ

いて小
こ

平
へい

太
だ

の膝
ひざ

口
ぐち

を一
ひと

太刀
た ち

切
き

っ

た。 小
こ

平
へい

太
だ

は尻餅
しりもち

をついて、起き上がることが出来ずにいると、身方の毛
もう

利
り

新
しん

助
すけ

季
すえ

高
たか

が、ぱっと駆けて来

て、無二
む に

無
む

三
ざん

に義元
よしもと

に切ってかかってついにその首を取った。 時に義元
よしもと

は 42 才でした。   

大将がすでに討
う

たれてしまうと、

今川勢
いまがわぜい

は 忽
たちま

ち総
そう

崩
くづ

れとなった。 大高

城に入っていた松
まつ

平
だいら

元
もと

康
やす

の如
ごと

きも、

部下
ぶ か

を率
ひき

いて三河に引き上げた。  

  織田信 長
のぶなが

は追撃
ついげき

はしなかった。 

彼は午後四時ごろには既
すで

に軍
ぐん

を収
おさ

めて

清洲を差
さ

して凱
がい

旋
せん

の途
と

についた。 

途中
とちゅう

、熱田神宮にお礼参
れいまい

りをして、

帰ると直
す

ぐに大いに将士
しょうし

の軍功
ぐんこう

を 賞
しょう

したという。 まことに文
も

字
じ

通
どお

りに

疾風
しっぷう

の如
ごと

き 働
ばたら

きでした。  

この時、信 長
のぶなが

は 27 才でした。 

かつては無作法
ぶ さ ほ う

、不行儀
ふぎょうぎ

のために、「若
わか

様
さま

じゃ無くて馬
ば

鹿
か

様
さま

だ」とまでいわれ

た彼が、小勢をもって数十倍の大軍を打

ち破り、僅
わづ

かに 12 時間の決
けっ

戦
せん

で、海
かい

道
どう

 

  

一の勇
ゆう

将
しょう

今川
いまがわ

義元
よしもと

を見
み

事
ごと

に討
う

ち取
と

ったのです。 義元
よしもと

の子の氏
うぢ

真
ざね

が家を嗣
つ

いだが、暗
あん

愚
ぐ

で意
い

気
く

地
ぢ

がなかっ
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たために、部下の将士らにも次第
しだい

に愛想
あいそ

をつかされた。 今川氏は 忽
たちま

ち大
おお

い
い

に 衰
おとろ

えました。  

徳川
とくがわ

氏との同盟
どうめい

 

  三河の岡
おか

崎
ざき

の城主松
まつ

平
だいら

元
もと

康
やす

もまた氏
うぢ

真
ざね

に愛想
あいそ

をつかした 1人でした。 彼は永
えい

禄
ろく

 4 年 -- 桶
おけ

狭間
はざま

の 戦
たたか

いの翌年 --- の春、清洲
きよす

に信 長
のぶなが

を訪
たづ

ねて和議
わ ぎ

を結
むす

び、この後は断然
だんぜん

、今川氏との関
かん

係
けい

を絶
た

って、永
なが

く織田氏

の身方
みがた

につくことを約束
やくそく

した。 そして義元
よしもと

の 諱
いみな

の 1 字を貰
もら

ってつけた名の元
もと

康
やす

を避
さ

けて、家
いえ

康
やす

と 改
あらた

め

て、徳
とく

川
がわ

氏を 称
しょう

することにしました。 

  さて、信 長
のぶなが

はこうして徳川氏との同盟
どうめい

が成立
せいりつ

すると、東の方面に対する心配
しんぱい

が 全
まった

くなくなったので、

兵を他方
たほう

に向
む

けることにした。 先づ第 1 に彼が征
せい

服
ふく

しようとしたのは美
み

濃
の

の斉
さい

藤
とう

氏です。 

美
み

濃
の

の斉
さい

藤
とう

氏 

  斉藤氏は新
あら

たにおこった家でした。 もと 油
あぶら

売
う

りだった秀
ひで

龍
たつ

 ( 髪
かみ

を剃
そ

って後
のち

は道
どう

三
さん

といった )  が、主
しゅ

家
か

の土
と

岐
き

氏に取
と

って代
か

わって美
み

濃
の

を支
し

配
はい

したのでした。 今の岐阜市にある稲
いな

葉
ば

山
やま

の城に拠
よ

っていました。 

秀
ひで

龍
たつ

は、信 長
のぶなが

の父の信
のぶ

秀
ひで

としばしば戦ったのでしたが、その後、織田氏との間に和議
わ ぎ

を講
こう

じて、その娘を信 長
のぶなが

の妻にして親戚
しんせき

になったのです。  

ところが、秀
ひで

龍
たつ

の子の義
よし

龍
たつ

が ( 実は元の領主の土
と

岐
き

頼
より

芸
よし

の子でしたので ) 大いに秀
ひで

龍
たつ

を怨
うら

んで、弘治

20 月、先づ秀
ひで

龍
たつ

の実子
じっし

である 2 人の弟 を殺した上に、その翌 3 年 4 月には、ついに秀
ひで

龍
たつ

をも攻
せ

め殺
ころ

した。 

この時、信 長
のぶなが

は 舅
しゅうと

の仇
あだ

を報
むく

いる事
こと

を口
こう

実
じつ

として、しばしば兵を美濃に出して義
よし

龍
たつ

を討
う

とうとしたが、い

つも義
よし

龍
たつ

がよく防
ふせ

いで、どうしても勝てなかった。  

岐阜
ぎ ふ

城
じょう

 

  永禄 4 年 5 月に、(ちょうど信 長
のぶなが

と家康
いえやす

とが同盟
どうめい

を結
むす

んだばかりの時)  義
よし

龍
たつ

が亡
な

くなって、その子の

斉藤龍
たつ

興
おき

がその後を継いだ。 龍
たつ

興
おき

は、父とは遥か
はるか

に劣
おと

った人で、思
し

慮
りょ

分
ふん

別
べつ

にも乏
とぼ

しかったので、一
いっ

向
こう

に人
じん

望
ぼう

が無かった。 そこで、信 長
のぶなが

は、居
きょ

城
じょう

を小
こ

牧
まき

山
さん

に移
うつ

して、兵を美濃に出
だ

し易
やす

くしてから、頻
しき

りにこれを攻
せ

めて、ついに永禄 7 年 8 月朔
つい

日
たち

、急に兵
へい

を発
はっ

して稲
いな

葉
ば

山
やま

城
じょう

を囲
かこ

んだ。 城
じょう

兵
へい

はよく拒
ふせ

いだが、この時に

はすでに斉藤氏の老臣
ろうしん

が 3 人までも信 長
のぶなが

に内
ない

応
おう

していたので、とてもこれを守りきることは出来なかった。 

15 日になって、ついに龍
たつ

興
おき

は降
こう

参
さん

して出て、船で木曽川
き そ が わ

を下
くだ

って伊勢の長島
ながしま

に 赴
おもむ

いた。 斉藤氏はここに

亡
ほろ

びて、美濃は織田氏の手に帰
き

しました。 

  そこで、信 長
のぶなが

は小
こ

牧
まき

山
やま

から居
きょ

城
じょう

を稲
いな

葉
ば

山
やま

に移
うつ

して、その城下の市街
しがい

を、これまで「井
い

の口
くち

」といって

いたのを 改
あらた

めて「岐
ぎ

阜
ふ

」とした。 

信 長
のぶなが

、 勅
 みことのり

を拝
はい

す 

  織田信 長
のぶなが

の武名
ぶめい

はますます高まった。 ついに時の天皇のお耳
みみ

まで達
たっ

して、彼は身
み

に余
あま

る名
めい

誉
よ

を担
にな

うこ

とになった。 その次第
しだい

はこうです。 ---- 第 106 代 正親町
おおぎまち

天皇は、常に朝廷の 衰
おとろ

えを歎
なげ

かれて、いかにし

ても天下の乱
らん

を鎮
しづ

めようとの 志
こころざし

があった。 それで、はるかに信 長
のぶなが

の武名
ぶめい

をお聞きになると、永禄 10 年
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11 月、立
たち

入
いり

宗
むね

継
つぐ

を使
つか

いとして岐阜に遣
つか

わしになり、ご 料
りょう

地
ち

の回
かい

復
ふく

を仰
おお

せつけられると共に、信 長
のぶなが

を天
てん

下
か

無
む

双
そう

の名
めい

将
しょう

とお褒
ほ

めになったのです。  

信 長
のぶなが

はもとより勤王
きんのう

の志が深かったのに、今、この優
ゆう

渥
あく

な

勅
みことのり

を拝
はい

したので、どんなにかその身
み

の光栄
こうえい

に感激
かんげき

したでしょう。 

彼は 1 日も早く天下を平
へい

定
てい

して、正親町
おおぎまち

天皇の御
み

心
こころ

を安
やす

んじよう

と固
かた

く決
けっ

心
しん

しました。 

足利
あしかが

義
よし

昭
あき

 

  折
おり

から、幕府もまたその勢いがますます 衰
おとろ

えていたのですが、

この翌 11 年の 7 月になると、前将軍義
よし

輝
てる

の弟の義
よし

昭
あき

が岐阜に来

て、助けを信 長
のぶなが

に求めた。 これより先
さ

き、永禄 8 年の 5 月、第

11 代将軍義
よし

輝
てる

が三
み

好
よし

、松
まつ

永
なが

らの一
いち

味
み

の者に弑
しい

され、その従
い

兄弟
と こ

の 

 

      織
お

 田
だ

 信
のぶ

 長
なが

 

義
よし

栄
ひで

が名ばかりの将軍として奉
ほう

ぜられる事になったので、足利義
よし

昭
あき

は 禍
わざわい

が身
み

に及
およ

ぶことを恐
おそ

れて近
おう

江
み

に遁
のが

れ、先
ま

づ六
ろっ

角
かく

義
よし

賢
かた

に頼
たよ

り、ついで越前の朝
あさ

倉
くら

義
よし

景
かげ

に頼って、折
おり

もあれば兄の仇
あだ

をも討
う

ち、京都をも回復
かいふく

しよ

うとしていたのでした。  

しかし、朝倉氏にも、六角氏にも、彼を奉じて京都にのぼるほどの 力
ちから

はとても無かったので、義
よし

昭
あき

は失
しつ

望
ぼう

して、久
ひさ

しく隠
いん

忍
にん

していたのです。 それが、たまたま信 長
のぶなが

の武名
ぶめい

が高
たか

まったために、にわかに越前から

出て来て、信 長
のぶなが

の 力
ちから

を借
か

りようとしたのです。 

  すでに 勅
みことの

りを拝
はい

して感激
かんげき

していた信 長
のぶなが

は、ここに義
よし

昭
あき

の頼
たの

みを 快
こころよ

く承
う

けて、いよいよ京都にのぼ

ることを 企
くわだ

てた。 それには先づ第 1 に、隣
りん

国
こく

の近
おう

江
み

を平
へい

定
てい

しなければならないのです。 

近江
おうみ

の浅井
あさい

氏と六角
ろっかく

氏 

  このころ、近江は 2 つに分
わ

かれていました。 北半は小谷
おだに

（今の長浜の北方約 10 km のところに当る。 

東浅
あさ

井
い

郡
ぐん

小谷村。）の城主浅井
あさい

長政
ながまさ

の領地
りょうち

であり、南半は観音寺
かんのんじ

（安土山の東南 2 km のところに在
あ

る。蒲
が

生
もう

郡
ぐん

老
ろう

蘇
そ

村。）の城主六
ろっ

角
かく

義
よし

賢
かた

の領地でした。 信 長
のぶなが

は先づ浅井氏と和
わ

して、自分の妹を長政の妻にした。 こ

れが世
よ

にいう小谷
おだに

の方
かた

です。  

次に、六角氏にはしばしば使
つか

いをやって、信 長
のぶなが

が京都にのぼる途
みち

を開
ひら

くように求
もと

めたが、六角義
よし

賢
かた

はこ

れに応
おう

じようとしなかったので、信 長
のぶなが

は、同年 9 月 7 日、先づ六角氏を討
う

ってこれを平
たい

らげようと、30,000 

の兵を率いて岐阜を出発した。 義
よし

賢
かた

は本城の観音寺城を始め、領内 17 ケ所の城の防
ぼう

備
び

を堅
かた

くして、これ

を拒
ふせ

ぎ止
と

めようとした。 しかし、これは何の効
かい

も無かった。 第 1 に箕作
みづくり

城
じょう

が落ち、第 2 に観音寺城が

落ちて、六角義
よし

賢
かた

が逃
のが

れて甲
こう

賀
が

の山中に隠
かく

れると、他の 16 の属
ぞく

城
じょう

は風
ふう

を望
のぞ

んで皆
みな

潰
つい

えた。  

  そこで、信 長
のぶなが

は義
よし

昭
あき

を奉じて、琵
び

琶
わ

湖
こ

を渡
わた

り、大
おお

津
つ

の三
み

井
い

寺
でら

に陣
じん

取
ど

った。 

  京都で将軍義
よし

栄
ひで

を擁
よう

していた三好
みよし

、松永
まつなが

らの一
いち

味
み

の者
もの

は、あまりに早く迫
せま

って来た織田氏の軍の堂々
どうどう

た

る威風
いふう

に恐
おそ

れをなして、忽
たちま

ち京都を棄
す

てて摂
せっ

津
つ

のほうに逃
に

げ散
ち

った。 将軍足利義
よし

栄
ひで

は遠く四国の阿波
あ わ

に逃
のが
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れた。 

  信 長
のぶなが

は義
よし

昭
あき

を奉じて悠々
ゆうゆう

と京都に入った。 時は永禄 11 年 9 月 29 日でした。 実に岐阜の出発から

僅
わづ

かに 3 週間の後であって、その敏活
びんかつ

な 働
はたら

きは、またしても文
も

字
じ

通
どお

りに疾
しっ

風
ぷう

の如
ごと

くであったのです。 

  この時、先に前将軍義
よし

輝
てる

を弑
し

いた三
み

好
よし

義
よし

継
つぐ

と松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

が降
こう

参
さん

を願
ねが

い出ると、義
よし

昭
あき

はこれを殺
ころ

して兄の恨
うら

みをはらそうとしたが、信 長
のぶなが

は、天下の騒乱
そうらん

がまだ鎮
しづ

まらないのに、みだりに勢力のある者を殺すのは、徒
いたづ

らに人心
じんしん

を不安
ふあん

にする事になって不
ふ

利
り

だと言って、枉
ま

げて義
よし

昭
あき

に 承
しょう

知
ち

させて、2 人の降参
こうさん

を聴
ゆる

したという

ことです。 

足利義
よし

昭
あき

、将 軍
しょうぐん

となる 

  越
こ

えて 10 月 8 日、将軍義
よし

栄
ひで

は瘍
よう

（注：できもの）にかかって阿波で死んだ。 そこで、その 18 日に、

義
よし

昭
あき

は征夷
せいい

大将軍に任
にん

ぜられて足利第 13 代の将軍となったが、言うまでもなく、これは全く信 長
のぶなが

のおかげ

ですから、義
よし

昭
あき

は深くその功
こう

を徳
とく

として信 長
のぶなが

を管領
かんれい

にしようとした。 けれども、信 長
のぶなが

はこれを辞退
じたい

した。 

又、朝廷は彼を副
ふく

将軍にしようとしたが、これも彼は固
かた

く辞
じ

退
たい

してお受
う

けしなかった。  

この時、義
よし

昭
あき

が信 長
のぶなが

に贈
おく

った感
かん

状
じょう

があるが、それには、「今度、国々の 兇
きょう

徒
と

らを 忽
たちま

ちの間に 悉
ことごと

く
く

退
たい

治
じ

したのは、 偏
ひとえ

に 卿
きょう

の武
ぶ

勇
ゆう

が天下第一のためである。 おかげで足利家も再興
さいこう

して喜ばしい。 なおこの

上とも、国家の治安
ちあん

のことをよろしくお頼
たの

みする」という意味のことが書いてあって、その宛
あて

名
な

は、「御
おん

父
ちゝ

、

織
お

田
だ

弾
だん

正
じょうの

忠
ちゅう

殿
どの

」となっている。 この「御父」の文字を見ただけでも、いかに義
よし

昭
あき

が信 長
のぶなが

をありがたく

思ったかがわかるでしょう。 

  又、信 長
のぶなが

は少
すく

なからぬ金
きん

子
す

を朝廷に献
けん

上
じょう

して、当座
とうざ

の御用
ごよう

にあてた上に、ご料地
りょうち

を横 領
おうりょう

している地

方の武士どもに厳 重
げんじゅう

な令
れい

を伝
つた

えて、すぐにそれを朝廷に還納
かんのう

させた。 こうして、京都が鎮
ちん

定
てい

して、市
し

民
みん

も

みな泰
たい

平
へい

を打
うち

仰
あお

ぐようになると、彼は少しの部下を留
とど

め
め

て京都を守らせて、自分は軍を率いて岐阜
ぎ ふ

に帰った。 

  ところが、一方、三好、松永らの残党
ざんとう

は、機
き

会
かい

があれば再
さい

挙
きょ

を謀
はか

って、京都を奪
うば

い返
かえ

そうとしていた

ので、翌永禄 12 年の正月 5 日、信 長
のぶなが

の不
ふ

在
ざい

に 乗
じょう

じて俄
にわ

かに京都を襲
おそ

い、義
よし

昭
あき

が住
すま

居
い

としている本
ほん

国
こく

寺
じ

を

攻
せ

めた。 

  この知らせが岐阜に届
とど

いたのは翌 6 日でした。 信 長
のぶなが

はすぐにそれぞれ救 援
きゅうえん

の手筈
てはず

を命
めい

じておいて、

自分はその翌 7 日の払 暁
ふつぎょう

に、馬に鞭打
むちう

って岐阜を打ち立ったが、この時のお供は、ただ 11 騎で、道々
みちみち

諸勢
しょぜい

がかけつけて、程
ほど

なく多勢
たぜい

になったという事です。 桶
おけ

狭間
はざま

の戦いの時の清洲の出発が想
おも

い出
だ

されるではあり

ませんか。 9 日の早朝に信 長
のぶなが

は本国寺に着いた。 ところが、敵はすでに全く敗れて逃
に

げ去
さ

った後だった

ので、義
よし

昭
あき

に謁
えっ

して、手
て

柄
がら

のあった 将
しょう

士
し

らに 賞
しょう

を与
あた

えたが、それにしても、こう易
やす

々
やす

と将軍の住
すま

居
い

に攻
せ

め

込
こ

む者があるようでは、今後は十分に敵
てき

に備
そな

える策
さく

を立てなければならないと、そこで彼は、義
よし

昭
あき

のために

二条
にじょう

城
じょう

を築
きづ

くことにしました。 

  勿論
もちろん

、造営
ぞうえい

奉行
ぶぎょう

は別に命じたが、しかもこの工事
こうじ

を急
いそ

ぐためにも、信 長
のぶなが

は虎
とら

の皮
かわ

の行螣
むかばき

を着け、抜刀
ばっとう

を

手にして造営所
ぞうえいしょ

の中 央
ちゅうおう

に立ち、親
みづか

ら工事を監督
かんとく

したということです。 2 月 27 日に工事を始めたのが、4 
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月 6 日には早くも 竣
しゅん

工
こう

して移転式
いてんしき

を挙行
きょこう

して、その翌 7 日にはお祝
いわ

いのお能
のう

がありました。 この時、将

軍義
よし

昭
あき

は 自
みづか

ら 酌
しゃく

をして信 長
のぶなが

に 盃
さかづき

を下
くだ

したという。 いかに彼が信 長
のぶなが

に感謝
かんしゃ

し、信頼
しんらい

していたかが分
わ

か

ります。 

信 長
のぶなが

の勤皇
きんのう

 

  さて、織田信 長
のぶなが

は、二条城が 殆
ほとん

ど落
らく

成
せい

した 4 月 3 日から、更
さら

に皇居
こうきょ

修理
しゅうり

の工
こう

事
じ

を始
はじ

めた。 けれど

も、このほうは、古
こ

制
せい

に 則
のっと

って慎
しん

重
ちょう

に工事を進め、二条城をとり急
いそ

いだのとは反
はん

対
たい

に、 苟
いやし

くもまちがい

をしないようにし、 竣
しゅん

工
こう

までに要
よう

する日
にっ

子
し

を 3 年間ということにした。 3 名の者に修理
しゅうり

奉行
ぶぎょう

を命
めい

じて工

事を監督
かんとく

させたが、これにたづさわる者は、大
だい

工
く

や左
さ

官
かん

などの 職
しょく

人
にん

に至
いた

るまで、ことごとく身
み

を清
きよ

めた上
うえ

、

相
そう

当
とう

の礼
れい

服
ふく

を着
つ

けさせた。 この修理は元亀 2 年 10 月 15 日に至
いた

って完
かん

成
せい

したが、紫
し

宸
しい

殿
でん

、清
せい

涼
りょう

殿
でん

、内
ない

侍
し

所
どころ

、昭
しょう

陽
よう

殿
でん

、その他
た

の 局
つぼね

々
つぼね

に至るまで、全く面目
めんもく

を 改
あらた

めて、立派
りっぱ

に出来上がったので、天皇は殊
こと

の外
ほか

に

お喜びになり、「前
ぜん

代
だい

未
み

聞
もん

の盛
せい

儀
ぎ

である」と仰
おお

せられたということです。 

  ついで、信 長
のぶなが

は、皇
こう

室
しつ

日
にち

常
じょう

の費
ひ

用
よう

にあてるために、田地
でんち

を献 上
けんじょう

しようとしたが、当時は、まだまだ不心得
ふこころえ

の者などに横 領
おうりょう

される心配
しんぱい

があったので、これを止
よ

して、京都の市
し

民
みん

に米
こめ

を貸
か

し付
つ

け、その利
り

息
そく

を毎
まい

月
つき

朝

廷に納
おさ

めさせることにした。 このために、久
ひさ

しく絶
た

えていた朝廷の儀式
ぎしき

も 再
ふたた

び 行
おこな

われるようになり、諸
しょ

国
こく

に逃
に

げていた公
く

卿
ぎょう

らもおいおいに帰って来て、京都は 漸
ようや

く元
もと

の有
あり

様
さま

に立ち返った。 

  信 長
のぶなが

はまた伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

の造
ぞう

営
えい

をも思い立って、その費用
ひよう

の予算
よさん

も立てたほどでした。 しかし、これは、

残
ざん

念
ねん

なことに、信 長
のぶなが

の存
ぞん

生
しょう

中
ちゅう

には、その 志
こころざし

を達
たっ

することが出来なかった。  

彼が勤王
きんのう

敬神
けいしん

の 志
こころざし

の篤
あつ

かったのは、一つは織田信
のぶ

秀
ひで

の遺志
い し

をついだものとはいえ、当時、専
もっぱ

ら勢
せい

力
りょく

を 争
あらそ

って、その領地を広
ひろ

めることをのみ目的
もくてき

としていたような他
ほか

の群
ぐん

雄
ゆう

らの、遠
とお

く及
およ

ぶことの出来なかっ

たところでした。 

( 第 15 話 織田信長の入京 終わり。  次は前頁に戻り、 16 話  足利将軍の滅亡 へ) 


